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＜２５年度各会計予算＞  [いずれも原案可決]  (千円以下切り捨て)

議案等番号 会　計　名 補正額 補正後の総額
議案第１号 一般会計(補正第２号) ７億５１１９万円 １６０億９２５９万円
議案第２号

特
別
会
計

国民健康保険(第１号) １５０万円 ４９億７４１０万円
議案第３号 介護保険(第１号) ４７９万円 ２９億１４０９万円
議案第４号 下水道事業(第１号) ４４０１万円 １０億５０７０万円
議案第５号 農業集落排水事業（第１号） △１６２万円 ６６２９万円
議案第６号 簡易水道事業（第１号） △３５０万円 ２億８６９２万円

議案第７号

水
道
事
業
会
計

収益的
収　入 － ９億０７３３万円
支　出 １３５５万円 ８億１０１４万円

資本的
収　入 － ７０８３万円
支　出 １３６万円 ５億４７１９万円

○：賛成、×：反対、△：棄権　※山谷仁議員は議長であるため採決には加わりません。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

柳
村

　
　一

相
原

　孝
彦

工
藤

　勝
則

佐
藤
美
喜
子

川
原

　
　清

桜
井

　博
義

武
田

　
　哲

熊
谷

　初
男

佐
藤

　澄
子

日
向

　清
一

遠
藤

　秀
鬼

高
橋

　盛
佳

武
田

　猛
見

西
村

　
　繁

黒
沢

　明
夫

角
掛

　邦
彦

高
橋

　
　寿

長
内

　信
平

斉
藤

　健
二

山
谷

　
　仁

評
決
議
員
数

賛
成
票
数

反
対
票
数

議案第 12 号 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 19 18 1

議案第 13 号 × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 19 15 4

議案第 18 号 × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 19 15 4

発 議 第 4 号 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ － 19 14 5

発 議 第 5 号 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ － 19 14 5

【6月　議会議員出欠表】

【請　願】

【 賛否が分かれた案件 】

請
願
第
１
号

　少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど
の
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
２
分
の
１
復
元
を
は
か
る
た
め
の
、
２
０
１
４
年
度
政

府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て
の
請
願
書

請
願
の
趣
旨

　１
、
少
人
数
学
級
を
推
進
す
る
こ
と
。
具
体
的
学
級
規
模
は
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
並
み
の
ゆ
た
か
な
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

30
人
以
下
学
級
と
す
る
こ
と
。

２
、
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
は
か
る
た
め
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
国
負
担
割
合
を
２
分
の
１
に
復

元
す
る
こ
と
。

請
願
第
２
号

　﹁地
域
経
済
を
支
え
る
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
﹂を
求
め
る
請

願

請
願
の
趣
旨

　１
、
国
は
、
地
域
経
済
の
再
生
の
た
め
に
も
、
地
方
交
付
税
を
地

方
の
固
有
財
産
と
し
て
確
実
に
保
障
す
る
こ
と
。

２
、
国
は
、
そ
の
時
々
の
政
策
目
的
達
成
の
た
め
に
、
地
方
自
治

の
根
幹
で
あ
る
財
源
や
職
員
配
置
に
つ
い
て
介
入
せ
ず
、
地
方

自
治
、
住
民
主
権
確
立
の
た
め
の
法
整
備
を
行
う
こ
と
。

３
、
国
は
、
２
０
１
４
年
度
の
地
方
財
政
の
確
立
に
む
け
て
、
歳

出
、
歳
入
を
的
確
に
見
積
も
り
、
増
大
す
る
地
域
の
財
政
需
要

に
見
合
う
地
方
財
政
計
画
の
拡
大
、
地
方
交
付
税
の
必
要
総
額

を
確
保
す
る
こ
と
。

４
、
国
は
、
地
域
の
防
災
・
減
災
に
係
る
必
要
な
財
源
は
通
常

の
予
算
と
は
別
枠
で
確
保
す
る
と
と
も
に
、
地
方
交
付
税
な
ど

の
一
般
財
源
と
地
方
債
な
ど
の
特
定
財
源
の
振
替
は
厳
に
慎
む

こ
と
。

５
、
国
は
、
小
規
模
自
治
体
に
配
慮
し
た
段
階
補
正
の
強
化
、
市

町
村
合
併
の
算
定
特
例
の
終
了
を
踏
ま
え
た
新
た
な
財
政
需
要

の
把
握
に
つ
い
て
、
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

６
、
被
災
地
に
お
け
る
地
方
公
務
員
の
給
与
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
被
災
地
の
職
員
の
実
情
を
踏
ま
え
た
上
で
、
被
災
自
治

体
と
の
十
分
な
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、
内
陸
及
び
全
国
か
ら

の
応
援
職
員
の
状
況
も
考
慮
し
、
不
足
し
て
い
る
職
員
の
確
保
、

育
成
に
向
け
た
新
た
な
財
政
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

欠席者なし

No.199

一般質問 ● 村政を問う

5

問

　下
水
道
整
備
の
市

街
地
区
域
は
ほ
と
ん
ど
終

わ
り
、
次
は
小
岩
井
地
区

の
整
備
が
始
ま
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

　次
の
5
点
に
つ
い
て
質

問
を
し
ま
す
。

①
小
岩
井
地
区
の
整
備
計

画
の
全
体
像
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
ま
す
。

②
地
区
の
高
齢
化
が
進
ん

で
お
り
、
全
体
計
画
を

前
倒
し
し
て
早
期
着
工

が
出
来
な
い
か
伺
い
ま

す
。

③
全
て
を
前
倒
し
し
て
短

期
間
に
集
中
工
事
が
出

来
な
い
か
。

④
ト
イ
レ
改
造
な
ど
の
費

用
が
必
要
に
な
る
が
、

住
民
が
活
用
で
き
る
制

度
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
か
。

⑤
合
併
浄
化
槽
設
置
済
み

の
方
へ
の
説
得
を
ど
う

す
る
の
か
。

答

　①
小
岩
井
地
区
の

西
側
24
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

整
備
予
定
で
26
年
か
ら

29
年
度
完
成
を
め
ざ

し
、
東
側
は
30
年
度
か

ら
予
定
し
ま
す
。

②
国
庫
補
助
の
問
題
な
ど

で
早
期
着
工
は
難
し
い

と
考
え
ま
す
。

③
工
事
費
全
体
は
16
億
円

で
す
が
、
早
期
完
成
に

向
け
た
予
算
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

④
水
洗
化
の
推
進
で
ト
イ

レ
改
造
資
金
の
斡
旋
制

度
が
あ
り
ま
す
。
利
用

し
た
場
合
の
利
子
は
村

で
負
担
し
ま
す
。

⑤
既
存
の
4
割
を
超
え
る

方
が
合
併
浄
化
槽
を
設

置
し
て
い
ま
す
が
、
下

水
道
に
対
す
る
関
心

度
が
低
い
の
も
事
実
で

す
。
自
治
会
と
連
携
を

し
て
啓
発
活
動
を
行
い

ま
す
。

郵
便
局
に
業
務
委
託
を

問

　小
岩
井
地
区
は
役

場
と
の
遠
距
離
に
あ
り
、

一
本
木
郵
便
局
の
様
に
小

岩
井
郵
便
局
で
も
印
鑑
証

明
や
戸
籍
謄
本
・
抄
本
な

ど
各
種
証
明
書
類
の
交
付

が
出
来
る
よ
う
に
委
託
を

し
て
ほ
し
い
。

答

　一
本
木
地
区
の
場
合

は
役
場
北
支
所
の
廃
止
の

関
係
で
郵
便
局
へ
業
務
委

託
し
た
と
い
う
事
情
で

す
。
小
岩
井
地
区
と
は
事

情
が
違
い
ま
す
。

問

焼
酎「
馬
芋
ん
」の

販
売
実
績
と
成
果
は
。

答

昨
年
は
３
ト
ン
の
原

料
で
４
６
０
０
本
生
産
さ

れ
、テ
レ
ビ
、新
聞
、タ
ウ

ン
情
報
誌
等
の
メ
デ
ィ
ア

を
活
用
し
県
内
に
広
く
周

知
し
た
結
果
、
予
想
以
上

の
注
文
が
あ
り
早
期
に
完

売
を
し
ま
し
た
。

問

今
後
の
生
産
目
標

を
伺
い
ま
す
。

答

焼
酎
を
応
援
し
た
い

と
い
う
強
い
気
持
ち
の
表

れ
と
し
て
多
く
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
来
年
度
は

10
ト
ン
の
原
料
で
生
産
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、Ｐ
Ｒ
方
法
な
ど

来
年
度
の
販
売
戦
略
に
つ

い
て
関
係
団
体
と
協
議
し

て
ま
い
り
ま
す
。

問

　ク
イ
ッ
ク
ス
イ
ー
ト

の
作
付
け
面
積
拡
大
の
た

め
耕
作
放
棄
地
を
活
用
す

る
考
え
は
。

答

　ク
イ
ッ
ク
ス
イ
ー
ト

の
取
組
み
は
五
年
目
を
迎

え
、
今
年
は
栽
培
本
数
も

前
年
よ
り
一
万
本
増
加
し

四
万
八
千
本
、
栽
培
戸
数

も
76
戸
と
10
戸
程
度
増
加

し
て
い
ま
す
。

　作
付
け
面
積
は
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
な
り
、
収
量
は

50
ト
ン
と
見
込
ん
で
お
り

ま
す
。

　耕
作
放
棄
地
の
活
用

は
、
現
状
の
ま
ま
又
は
若

干
の
手
を
加
え
る
こ
と
に

よ
り
活
用
可
能
な
耕
作
放

棄
地
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
活
用
は
耕
作

放
棄
地
を
解
消
す
る
上
で

も
、
ク
イ
ッ
ク
ス
イ
ー
ト

の
栽
培
面
積
を
拡
大
す
る

上
で
も
有
効
な
手
段
と
考

え
ま
す
の
で
、
農
業
委
員

会
と
連
携
を
図
り
、
取
り

組
み
ま
す
。

問

　ブ
ラ
ン
ド
品
の
今

後
の
販
売
方
法
は
。

答

　﹁滝
沢
村
﹂
を
Ｐ
Ｒ

す
る
と
い
う
目
的
で
期
間

限
定
や
数
量
限
定
な
ど
、

他
と
差
別
化
を
図
る
こ
と

に
よ
り
農
産
物
や
加
工
品

を
高
価
で
販
売
し
、
生
産

者
の
所
得
を
上
げ
る
こ
と

を
目
標
に
様
々
な
ブ
ラ
ン

ド
化
戦
略
を
進
め
て
来
ま

し
た
。

　今
後
の
販
売
に
つ
い
て

は
村
と
し
て
限
界
が
あ

り
、
産
業
振
興
公
社
な
ど

第
三
セ
ク
タ
ー
設
置
を
検

討
し
酒
類
な
ど
土
地
販
売

も
め
ざ
し
ま
す
。

小
岩
井
地
区
の
下
水
道

計
画
の
全
体
像
を
示
せ

ブ
ラ
ン
ド
品
の

今
後
の
販
売
戦
略
は

第
１
次
計
画
は
26
年
か

ら
29
年
ま
で
整
備

産
業
振
興
公
社
を
設
立
し

特
産
品
等
の
販
売
を
め
ざ
す

川原　清議員

日向 清一議員
春緑クラブ 

小岩井地区住民への説明会


